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○ 管内各地域において「教職員を対象とした森林・林業体験学習研修会」を開催… … Ｐ２
○ 各地からのたより…………………………………………………………………… Ｐ３
○ 風景紀行 …………………………………………………………………………… Ｐ８

主 な 項 目

（Ｐ2に関連記事）

愛知県豊川市内の小学生に森林の働きについての説明を行っている様子

http://rinya.maff.go.jp/chubu/
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 ［
指
導
普
及
課
］

 ［
木
曽
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
］

　

八
月
三
日
に
北
信
地
域
及
び
上
伊
那
地
域
、

八
月
四
日
に
木
曽
地
域
、
八
月
五
日
に
東
信
・

松
本
地
域
と
、
長
野
県
内
五
つ
の
地
域
の
小
中

学
校
等
の
教
職
員
の
方
々
を
対
象
と
し
た
森

林
・
林
業
体
験
学
習
研
修
会
を
、
長
野
県
と
の

共
催
に
よ
り
、
各
地
域
の
国
有
林
を
主
な

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
四
会
場
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
森
林
環
境
教
育
の
手
法
等

に
つ
い
て
の
学
習
を
通
じ
、
森
林
・
林
業
の
役

割
や
森
林
環
境
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
認

識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
森
林
環
境
教
育
が
学

校
教
育
の
中
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ

う
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
各
会
場

と
も
フ
ィ
ー
ル
ド
の
特
色
を
生
か
し
、
思
考
を

凝
ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
学
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

北
信
及
び
東
信
・
松
本
地
域
で
は
、
黒
姫
高

原
（
北
信
署
管
内　

黒
姫
山
国
有
林
ほ
か
）
や

美
ヶ
原
高
原
（
中
信
署
管
内 

美
ヶ
原
国
有
林

ほ
か
）
に
お
い
て
、
高
原
地
帯
に
生
育
す
る
貴

重
な
動
植
物
の
観
察
や
、
学
校
の
校
庭
や
近
隣

の
里
山
で
も
で
き
る
自
然
を
使
っ
た
遊
び
や

ゲ
ー
ム
の
実
践
、
の
こ
ぎ
り
を
使
っ
た
間
伐
作

業
や
三
角
定
規
や
各
種
測
定
機
材
等
を
使
っ
て

の
測
樹
体
験
、
伐
採
跡
地
の
見
学
等
を
行
い
ま

し
た
。

　

特
に
自
然
を
使
っ
た
遊
び
や
ゲ
ー
ム
の
実
践

で
は
、
学
校
や
ク
ラ
ス
に
お
い
て
、
身
近
な
場

所
を
活
用
し
、
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
が
楽
し

み
な
が
ら
自
然
と
向
き
合
い
、
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
先
生
方
も
気
軽
に
実
践
し
て
い
た
だ
け
る

メ
ニ
ュ
ー
を
体
験
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

時
折
童
心
に
返
っ
た
よ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
な

が
ら
ゲ
ー
ム
に
取
り
組
み
、
学
校
で
の
実
践
に

向
け
、
意
欲
的
に
手
法
を
吸
収
し
て
い
ま
し

た
。

　

上
伊
那
地
域
で
は
木
曽
署
管
内
の
奈
良
井
国

有
林
及
び
周
辺
地
域
に
お
い
て
、「
木
曽
山
用

水
の
歴
史
や
経
緯
、
地
域
住
民
と
国
有
林
と
の

関
わ
り
」に
つ
い
て
学
習
し
、講
師
で
あ
る
上
戸

中
条
水
利
組
合
の
組
合
長
か
ら
、
当
時
、
肥
沃

な
土
地
が
あ
り
な
が
ら
、
水
不
足
に
悩
む
西
箕

輪
地
区
の
農
民
の
手
に
よ
り
、
延
長
十
二
㌔
㍍

に
も
及
ぶ
水
路
を
開
削
し
た
経
緯
や
通
水
の
苦

労
話
等
、
実
際
の
水
路
を
見
学
し
な
が
ら
詳
し

く
説
明
を
受
け
、
先
生
方
か
ら
は
、
昔
の
お
百

姓
さ
ん
の
米
作
り
に
対
す
る
強
い
思
い
が
感
じ

ら
れ
、
学
校
教
育
に
も
取
り
入
れ
る
よ
う
検
討

し
た
い
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
対
策
で
進
め
ら

れ
て
い
る
間
伐
実
施
箇
所
の
現
地
説
明
や
、

「
森
の
巨
人
た
ち
百
選
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ラ
マ
ツ
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

木
曽
地
域
で
は
、
油
木
沢
ヒ
ノ
キ
植
物
群
落

保
護
林
を
は
じ
め
、
黒
沢
御
岳
国
有
林
に
生
息

す
る
貴
重
な
動
植
物
の
観
察
を
行
い
、 

油
木
美

林
内
で
は
、
人
為
が
加
わ
っ
て
成
林
し
、
樹
齢

三
百
年
以
上
と
さ
れ
る
ヒ
ノ
キ
の
純
林
を
目
の

前
に
し
た
先
生
方
が
、
圧
倒
さ
れ
た
表
情
を
浮

か
べ
な
が
ら
、
森
林
を
守
り
育
て
て
き
た
先
人

達
に
感
謝
す
る
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
多
く
の
小
中
学
校
が
、
総
合
学
習
等

の
授
業
を
活
用
し
、
ま
た
、
環
境
ク
ラ
ブ
等
の

活
動
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
や
自
然
破
壊
等
の

環
境
問
題
や
、
森
林
や
自
然
の
働
き
や
大
切

さ
、
林
業
に
つ
い
て
の
学
習
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
が
、「
昔
に
比
べ
て
自
然
に
親
し
む

機
会
が
少
な
い
。」「
学
校
の
近
く
に
緑
が
少
な

い
（
無
い
）。」
等
の
課
題
も
あ
る
中
、
参
加
さ

れ
た
教
職
員
の
皆
さ
ん
は
、
し
っ
か
り
と
し
た

目
的
意
識
を
も
っ
て
研
修
に
臨
ん
で
い
ま
し

た
。

［
名
古
屋
事
務
所
］　

森
林
環
境
教
育
研
修
会

　

名
古
屋
事
務
所
は
八
月
十
日
、
尾
張
旭
市
の

小
・
中
学
校
の
教
職
員
を
対
象
と
し
た
森
林
環

境
教
育
研
修
会
を
、
瀬
戸
国
有
林
の
森
林
交
流

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
学
校
教
育
に
携
わ
る
教
職

員
自
身
が
、
森
林
を
利
用
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
森
林
の
役
割
や
重
要

性
に
つ
い
て
再
認
識
し
学
校
教
育
に
役
立
た
せ

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
、
尾

張
旭
市
教
育
委
員
会
が
募
集
し
た
、
市
内
の

小
・
中
学
校
か
ら
十
四
名
の
先
生
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
始
め
に
国
有
林
の
概
要
説
明

と
中
部
森
林
管
理
局
や
名
古
屋
事
務
所
の
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

間伐作業の体験（美ヶ原国有林）

ネイチャーゲームの実践（黒姫高原）

「
教
職
員
を
対
象
と
し
た
森
林・

　

林
業
体
験
学
習
研
修
会
」を
開
催

管
内
各
地
域
に
お
い
て
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の
あ
と
、
名
古
屋
事
務
所
が
行
っ
て
い
る
森
林

体
験
教
育
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、
模
型
や
イ
ラ

ス
ト
を
使
っ
た
「
森
林
教
室
」、
間
伐
材
を

使
っ
た
「
丸
太
切
り
」、
鉛
筆
立
て
や
壁
飾
り

な
ど
の
「
木
工
ク
ラ
フ
ト
」、
植
物
の
種
の
話

を
交
え
た
「
飛
ぶ
種
の
模
型
作
り
」
を
実
際
に

体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
普
段
の
学
校
の
教

室
と
は
違
っ
て
、
自
然
の
中
で
行
う
ク
ラ
フ
ト

や
種
飛
ば
し
な
ど
、
ど
れ
も
興
味
深
く
体
験
し

て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
青
山
裕
子
愛
知
県
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
協
会
理
事
長
を
招
き
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
が
自
分
も
自
然
の
一
部
で
あ
る

こ
と
へ
の
『
気
づ
き
』
を
促
す
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
る
こ
と
を
、
実
際
の
ゲ
ー
ム
を
通
し
て

楽
し
み
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　

一
日
の
研
修
会
を
終
え
て
、
参
加
し
た
先
生

方
か
ら
は
、「
森
林
の
大
切
さ
を
子
供
達
に
も

伝
え
て
い
き
た
い
」「
実
際
に
体
験
し
て
楽
し

さ
が
わ
か
っ
た
。
生
徒
達
に
も
体
験
さ
せ
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 

［
富
山
署
］
八
月
四
日
、
富
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー

パ
ー
ク
自
然
体
験
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
き
ん
た
ろ
う
倶
楽
部
（
会
長
：
西
藤
德
三

　

富
山
大
学
学
長
）
と
富
山
森
林
管
理
署
が

「
社
会
貢
献
の
森
」
に
よ
る
森
林
整
備
協
定
の

調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
印
の
対
象
と
な
っ
た
富
山
市
稲
代

に
あ
る
大
沢
野
国
有
林
周
辺
は
、
強
風
が
吹

き
、
家
屋
や
田
畑
が
近
隣
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

東
西
に
約
千
五
百
㍍
、
幅
平
均
二
十
㍍
の

二
・八
六
㌶
全
体
が
防
風
保
安
林
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
近
年
、
ス
ギ
造
林
地
に
モ
ウ
ソ
ウ

チ
ク
が
侵
入
し
て
き
た
の
で
、
富
山
で
里
山
再

生
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
き
ん
た

ろ
う
倶
楽
部
と
協
働
で
、
平
成
十
九
年
か
ら
タ

ケ
の
伐
採
を
実
施
し
、
ま
た
、
伐
採
し
た
タ
ケ

を
チ
ッ
プ
化
し
て
の
歩
道
新
設
も
併
せ
て
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　

き
ん
た
ろ
う
倶
楽
部
は
、
当
国
有
林
の
整

備
を
最
後
ま
で
行
い
た
い
と
の
意
向
を
示
し

た
こ
と
か
ら
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
協
定
に
よ
り
当
地
は
「
風
と
せ
せ
ら

ぎ
の
森
林
（
も
り
）
」
と
命
名
さ
れ
、
タ
ケ
の

除
去
の
外
に
、
空
閑
地
へ
の
植
樹
・
保
育
や

整
備
協
定
の
看
板
の
設
置
等
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

 

［
南
信
署
］
七
月
十
日
、
長
野
県
富
士
見
町
の

西
岳
国
有
林
に
お
い
て
、
大
学
生
協
が
主
催
す

る
「
長
野
の
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
開

催
さ
れ
、
東
京
農
業
大
学
、
早
稲
田
大
学
な
ど

の
東
京
近
郊
の
学
生
と
、
信
州
大
学
の
学
生

六
十
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
南
信
森
林
管
理
署
、
長
野
県
森
林

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会
、
信
州
大
学
技
術
職

員
な
ど
の
指
導
の
も
と
、
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ

の
間
伐
、
玉
切
り
、
搬
出
の
作
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
作
業
内
容
等
の
説
明
を
聞
い
て
い
る
時

大
学
生
が
森
づ
く
り

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

イラストを使った森林教室の手法を研修

木の葉のカルタ取りを実体験

タケの除去作業（大沢野国有林） 調印式の様子

間伐等の作業方法を説明

社
会
貢
献
の
森

「
風
と
せ
せ
ら
ぎ
の
森
林
」協
定
調
印

社
会
貢
献
の
森

「
風
と
せ
せ
ら
ぎ
の
森
林
」協
定
調
印
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の
学
生
た
ち
の
横
顔
は
大
人
で
す
が
、
木
に
触

れ
た
り
香
り
を
感
じ
て
い
る
時
は
子
ど
も
の
よ

う
な
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

当
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
国
有
林
内
で
行
わ
れ
た

の
は
、
昨
年
に
続
い
て
二
回
目
で
す
が
、
実
施

に
当
た
っ
て
、
信
州
大
学
農
学
部
の
学
生
サ
ー

ク
ル
「
伊
那
守
」
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
森
林
官
と

下
見
を
す
る
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
運
営
に

主
体
的
に
関
わ
り
、
他
学
部
、
他
大
学
か
ら
の

参
加
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
点
が
特
徴
で

す
。
そ
の
た
め
単
な
る
体
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、

学
部
・
学
校
な
ど
の
壁
を
越
え
て
交
流
し
つ
つ

森
林
・
林
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
場
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
林
業
に
関

す
る
理
解
が
深
ま
り
、
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
」（
早
稲
田
大
・
社
会
科
学
部
四
年
）、

「
日
本
人
が
そ
ん
な
に
木
を
使
っ
て
い
る
な
ん

て
知
ら
な
か
っ
た
」（
東
農
大
・
地
域
環
境
科

学
部
一
年
）、「
と
て
も
よ
い
体
験
で
し
た
」

（
信
大
・
人
文
学
部
一
年
）
等
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
、
当
署
と
し
て
も
学
生
た
ち
と
意
見
交
換

を
行
う
機
会
と
な
る
な
ど
有
意
義
な
実
施
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
来
年
以
降
も
継
続
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
学
生
た
ち
が
森
林
づ
く
り
の

大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
、
当
署
と
し
て
も

協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
木
曽
署
］
七
月
二
十
七
日
、
長
野
林
業
土
木

協
会
木
曽
支
部
会
員
三
十
一
名
が
、「
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
と
な
っ
て
い
る
木
曽
御
岳

自
然
休
養
林
内
の
田
の
原
天
然
公
園
で
遊
歩
道

整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

田
の
原
天
然
公
園
の
遊
歩
道
は
湿
原
植
物
の

踏
み
荒
ら
し
を
避
け
る
た
め
、
延
長
三
㌔
㍍
の

木
道
を
、「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
協
定
を
締
結
し
た

「
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
」
と
「
田
の
原
天

然
公
園
の
環
境
を
守
る
会
」
が
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

本
年
も
七
月
三
日
に
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
グ

ル
ー
プ
社
員
に
よ
る
歩
道
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
悪
天
候
の
た
め
、

予
定
し
て
い
た
整
備
が
完
了
せ
ず
、
提
供
を
受

け
た
遊
歩
道
資
材
を
仮
置
き
し
た
ま
ま
、
次
回

の
活
動
が
未
定
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
土
木
協
会
木
曽
支
部
が
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
、
未
完
了
と
な
っ
た
遊
歩

道
を
登
山
や
夏
休
み
の
観
光
客
が
訪
れ
る
前
に

完
了
さ
せ
た
い
と
整
備
を
申
し
出
た
こ
と
か

ら
、
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
も
の
の
、
標
高

二
千
㍍
の
高
地
は
下
界
の
猛
暑
と
は
別
世
界
の

さ
わ
や
か
な
涼
風
に
作
業
も
は
か
ど
り
、
予
定

し
て
い
た
木
道
約
六
十
㍍
が
完
成
し
、
更
に
東

屋
の
老
朽
化
し
て
い
た
ベ
ン
チ
修
理
ま
で
も
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
元
の
王
滝
村
か
ら
は
、
散
策
者
の
通
行
が

確
保
さ
れ
、
安
全
な
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
感
謝
さ
れ
、
地
域
に
貢
献
す

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
南
木
曽
支
署
］
八
月
三
日
、「
南
木
曽
伝
統

工
芸
の
森
」（
南
蘭
国
有
林
六
百
九
林
班
）
に

お
い
て
、「
南
木
曽
伝
統
工
芸
の
森
育
成
協
議

会
」
の
構
成
員
で
あ
る
南
木
曽
ろ
く
ろ
工
芸
協

同
組
合
、
蘭
桧
笠
生
産
協
同
組
合
の
他
、
名
古

屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
隊
員
十
四
名
の
計

三
十
一
名
が
森
林
整
備
作
業
（
下
刈
等
）
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　
「
南
木
曽
伝
統
工
芸
の
森
」
は
、
南
木
曽
町

の
工
芸
品
で
あ
る
ろ
く
ろ
細
工
や
桧
笠
、
サ
ワ

ラ
桶
の
関
係
者
か
ら
な
る
南
木
曽
伝
統
工
芸
の

森
育
成
協
議
会
と
当
支
署
の
間
に
お
い
て
、
森

玉切り作業を行う大学生

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
で

　
　

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
が

�

遊
歩
道
整
備

下
流
域
住
民
と
森
林
整
備
の
協
働
作
業

�

〜
「
伝
統
工
芸
の
森
」
で
汗
〜

木道の整備を行う土木協会の皆さん

搬出作業お疲れ様でした


